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令和元年度事業報告 

 

１ 調査・研究事業 

  調査研究事業については、前年度に引き続きリウマチ性疾患の病因、診断・治療、

予防・疫学等に関する広範な調査・研究の助成等を行った。 
(1)  リウマチに関する調査・研究の助成 

  ① 令和元年度リウマチ性疾患調査・研究助成  

 リウマチ性疾患の病因、診断・治療、予防、疫学等に関する調査研究について、

各 100万円の助成を行った。 

助 成 者 所   属 研 究 題 目 

藏田 泉 筑波大学医学医療系内科 

（膠原病・リウマチ・アレル 

ギー）助教 

関節リウマチにおける瀘胞性 

ヘルパーT細胞による自己抗体 

糖鎖修飾の制御 

土田 奈緒美 横浜市立大学医学部 

血液・免疫・感染症内科助教 

新規自己炎症性疾患原因遺伝 

子の検索 

 

② 令和元年度三浦記念リウマチ学術研究賞 

調査・研究助成のうち、関節リウマチの領域で特に優れた 1 件を選考し、100

万円の助成を行った。また、本年度の授賞を最後に 30 年間の歴史に幕を閉じ

た。 

助 成 者 所   属 研 究 題 目 

山本 和子 長崎大学病院助教 炎症性非コードRNAを介した関 

節リウマチ気道病変のメカニ 

ズム解明と新規治療への展開 
 

③ 令和元年度塩川美奈子・膠原病研究奨励賞 

 調査・研究助成のうち、膠原病の領域で特に優れた 1件を選考し、100万円の 

助成を行った。また、令和 2年度塩川美奈子・膠原病研究奨励賞の公募を行っ 

た。 

助 成 者 所   属 研 究 題 目 

加藤 将 北海道大学病院内科 II助教 疾患特異的iPS細胞を用いた強 

皮症関連肺高血圧症新規特異 

的治療法の開発 
 

 (2)  令和元年度医学賞の授与と令和 2年度の募集 

リウマチ学の発展・進歩に大きく寄与する独創的な研究を顕彰し、助成すること

を目的とする「ノバルティス・リウマチ医学賞」授賞者 1名を選考し、賞金 300万

円を授与した。また、令和 2 年度ノバルティス・リウマチ医学賞の公募を行い、2

件の応募申請があった。 
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助 成 者 所   属 研 究 題 目 

吉富 啓之 京都大学ウイルス・再生医科

学研究所准教授 

 

Human Sox4 facilitates the  

development of CXCL13- 

producing helper T Cells in 

inflammatory environments（ヒ 

ト Sox4 は炎症環境下で CXCL13 

産生 T細胞の分化を促進する） 
 
(3)  令和元年度「日本リウマチ財団リウマチ福祉賞」の授賞 

リウマチ性疾患に悩む患者に対して、永年にわたる医学的又は社会的救済活動

を通じて、著しく貢献のあった個人又は団体を表彰することを目的とする「リウ

マチ福祉賞」（賞金 20万円）の授賞を行った。 

氏 名 所   属  

林 正春 JA静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院 

作業療法科技師長 

 

 

 (4)  令和 2年度日本リウマチ財団リウマチ専門職表彰の募集 

令和 2年度日本リウマチ財団リウマチ専門職表彰の公募を行い、5件の応募申請 

があった。本年度に新しく創設した制度である。 
 

(1)-②平成 30年度三浦記念リウマチ学術研究賞 及び (1)-③と(2) 、(3) の各賞につ

いては、令和元年 6 月 23 日開催の 2019 年度リウマチ月間リウマチ講演会の場におい

て、授賞式を行った。また、授賞式に先立ち 4月 26日に厚生労働記者会及び厚生日比

谷クラブ、本町記者会に、各賞の趣旨や授賞理由また功績等の資料を提供することに

より広報を行った。 

 

２ 普及啓発事業 

(1)  機関紙「日本リウマチ財団ニュース」の発行 

   リウマチ性疾患に関する診療技術や専門的知識向上の支援及び適切かつ迅速な 

情報の提供を目的として発行し、リウマチ財団登録医を主にリウマチケア看護師、 

リウマチ財団登録薬剤師、リウマチ財団登録理学・作業療法士等へ行う普及啓発 

の一翼を担うものである。 

     名 称：「日本リウマチ財団ニュース」第 154～159 

     部 数：年 6回発行、各約 4,200 部（他、電子配信約 2,500） 

         配布先： リウマチ財団登録医、リウマチケア看護師、リウマチ財団登録薬剤 

師、リウマチ財団登録理学・作業療法士、賛助会員、関係機関等 

  (2)  2019年度リウマチ月間啓発ポスターの印刷・配布 

    制作数  ：9,000部(1種類、A3サイズ) 

配布先 ： リウマチ財団登録医、リウマチケア看護師、リウマチ財団登録薬剤 

師、リウマチ財団登録理学・作業療法士、保健所、市町村保健セン 

ター、患者団体等 
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(3)  2019年度リウマチ月間リウマチ講演会（リウマチ専門職中央研修会）の開催 

 

昨年度より、従来の開催形態に柔軟な運営方式を取り入れた形を継承し、メイン

テーマを「進化するリウマチ医療」と題して、教育研修の充実はもとよりリウ

マチ性疾患の征圧に向けた普及啓発をより一層図ることを目的に、リウマチ月

間リウマチ講演会を実施した。 

日 時：令和元年 6月 23日（日）10：00～16：35 

会 場：大手町サンケイプラザ 

東京都千代田区大手町 1-7-2 

後 援： 厚生労働省、日本リウマチ学会、日本整形外科学会、日本臨床リウ 

マチ学会、日本リハビリテーション医学会、日本医師会、日本薬剤 

師会、日本病院薬剤師会、全国保健師長会、日本看護協会、日本理 

学療法士協会、全国病院理学療法協会、日本作業療法士協会、日本 

介護福祉士会、全国訪問看護事業協会、日本リウマチ友の会 

参加者：536 人     

(4)  リウマチ情報センターの運営 

   医療情報委員会（委員長：高林克日己 千葉大学名誉教授）において、インターネ 

ットによりリウマチ財団、患者さん・一般、医療関係者向けの情報提供を実施し 

た。 

令和元年度中閲覧数：7,376,077件（前年度：6,836,291件） 

ページ訪問数：3,944,815 件（前年度：3,701,187 件） 

(5)  医療保険部会（部会長：井上博 井上病院理事長）において、令和 2年度診療 

報酬改定に向けた要望書を作成し、厚生労働省に提出した。 

 

３ 教育研修事業  

(1) 教育研修委員会（委員長：狩野庄吾 自治医科大学名誉教授）において、リウマ

チ財団登録医やリウマチ診療に従事する医師、リウマチケア看護師、リウマチ財

団登録薬剤師、リウマチ財団登録理学・作業療法士、メディカルスタッフ等を対

象に全国 6 地区 6会場でリウマチの治療とケア教育研修会を実施した。参加者数

は、延べ 586名（登録医 82名、一般医 73名、臨床研修医 1名、大学院生 2名、

登録看護師 135名、登録薬剤師 63 名、登録理学・作業療法士 24 名、メディカル

スタッフ 206名）であった。 

  (2)  リウマチ医（リウマチ財団登録医）の会の開催 

「都道府県リウマチ登録医の会の指定について（平成 3年運営委員会決定）」に基

づき、リウマチ財団登録医等リウマチ診療に従事する医師を対象に 9 都道府県で

延べ 14回実施した。参加者数は、述べ 689 名であった。 

(3) ｅラーニングの終了 

 平成 17年度にリウマチ財団登録医の生涯教育用としてスタートしたが、経年に

より収載コンテンツが古くなり、システムの老朽化も重なって現状のままでの運
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用が困難となり、利用者数が年々減少していることから、今年度をもって e ラー

ニングによる教育研修事業を終了とした。 

(4)  財団主催以外の教育研修会への教育研修単位付与 

①   医師を対象とした教育研修単位の認定申請数及び認定数は、612 件であった。 

②  看護師を対象とした教育研修単位は認定申請数 801 件に対し、認定数 800 件 

であった。 

③  薬剤師を対象とした教育研修単位は認定申請数 742 件に対し、認定数 741 件

であった。 

④  理学療法士・作業療法士を対象とした教育研修単位の認定申請数及び認定数 

は、516件であった。 

(5)  海外派遣医制度  

   学術助成委員会（委員長:竹内勤 慶應義塾大学医学部リウマチ・膠原病内科教授） 

において、「海外派遣医募集要項」に基づき、若い優れたリウマチ専攻医を海外に 

研修のため派遣した。奨学金は各人 100万円である。 
 
［米 国］ 1名 

氏  名 専 門 所   属 研   修   先 指 導 者 

中村 浩之 
内科 

リウマチ科 

苫小牧市立病院 

内科 

米国国立衛生研究所 

国立歯科・頭蓋顔面研究所 

John A. 

Chiorini 

［欧 州］ 2名 

氏  名 専 門 所   属 研   修   先 指 導 者 

野田健太郎 
内科 

リウマチ科 

東京慈恵会医科大 

学リウマチ・膠原 

病内科 

University of 
Regensburg,Laboratory 
of Experimental 
Rheumatology and 
Neuroendocrino- 
Immunology, Department 
of Internal Medicine I 

Prof.Rainer 

Hans Straub 

山村裕理子 リウマチ科 

岡山大学大学院 

医歯薬学総合研

究科腎・免疫・内 

分泌代謝内科学 

Institute of 
Infection,Immunity ＆ 
Inflammation College of 
Medical, Veterinary and 
Life Sciences University 
of Glasgow 

Professor 

Iain McInnes 

 

 (6)  日欧リウマチ外科交換派遣医制度 

   日欧リウマチ外科交換派遣医ワーキンググループ（代表：津村弘 大分大学理事）

において、「日欧リウマチ外科交換派遣医制度要綱」に基づき、高山赤十字病院整

形外科第一整形外科副部長の岩田崇裕先生と山形大学医学部附属病院リハビリテ

ーション部整形外科学講座准教授の高窪祐弥先生の 2名を派遣した。 
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日 程 研修先・世話人 

8月 29 日 出発 

8月 30 日～9月 6日 オランダライデン 

  

Leiden University Medical Center 

Prof. dr. Rob GHH Nelissen   
Chairman Department Orthopaedic Surgery   
Leiden University Medical Center  

9月 7日～13日 ドイツ センデンホルスト 

 ST. Josef-Stift hospital 

 

 

Dr. Ludwig Bause  
Chefarzt  
Klinik für Orthopädische Rheumatologie 
Dr. Ansgar Platte 
Chefarzt  

9月 14 日～20日 フランス ナント 

  L'institut de la main Nantes Atlantique 

  
Dr. Philippe Bellemere 
Clinique Santé Atlantique  

9月 21 日～28日 スイス チューリッヒ 

  Schulthess Klinik 

  
Dr. med. Daniel Herren 
Head of Dep. of Hand Surgery Schulthess Klinik 

9月 29 日 帰国 

 

 (7)  国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表の助成 

学術助成委員会（委員長：竹内勤 慶應義塾大学医学部リウマチ・膠原病内科教授） 

において、「国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する助成要鋼」 

に基づき、若手の医師、看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士である研究者

等に対して助成を行った。 
  

調査・研究発表題目 氏 名・所 属 調査・研究 
発表学会 

日本人リウマチ患者における生物学的製
剤ゴリムマブの第一選択投与群と第二選
択投与群の治療効果の比較について 
（第二選択薬としてのゴリムマブの治療
効果の調査） 

王 興栄 
東京女子医科大学 
整形外科助教 

APLAR2019 
助成額 
15万円 

RESPONSE TO BIOLOGIC THERAPY IS 
INFLUENCED BY THE BODY MASS INDEX IN 
PATIENTS WITH PHEUMATOID ARTHRITIS. 

小寺 仁 
桑名市総合医療センター 
膠原病リウマチ内科医長 

EULAR2019 
助成額 
 30 万円 

The Role of Adopter Protein SH3BP2 in 
a Murine Systemic Lupus Erythematosus 
Model 

河原 恭子 
川崎医科大学 
リウマチ・膠原病学大学院生 

ACR2019 
助成額 
25万円 
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調査・研究発表題目 氏 名・所 属 
調査・研究 
発表学会 

Novel nonsense variant and entire 
deletion of TNFAIP3 cause 
haploinsufficiency of A20 clinically 
distinct from Behcet’s disease 

土田 奈緒美 
横浜市立大学医学部 
血液・免疫・感染症内科助教 

ACR2019 
助成額 
25万円 

 

４ リウマチ財団登録医養成事業  

リウマチ専門職委員会（委員長：松本美富士 桑名市総合医療センターリウマチ・ 
膠原病内科顧問）において、令和元年度新規リウマチ財団登録医 31名の審査及び 30 

名の登録とリウマチ財団登録医資格更新 801 名の審査及び登録を行った他、令和 2年 

度新規リウマチ財団登録医の申請受付を開始した。 
 

５ リウマチ専門職制度事業 

 リウマチ専門職委員会（委員長：松本美富士 桑名市総合医療センターリウマチ・ 
膠原病内科顧問）において、令和元年度新規リウマチケア看護師 159 名の審査及び 

158 名の登録とリウマチケア看護師資格更新 38名の審査及び登録、ならびに令和元 

年度新規リウマチ財団登録薬剤師 128 名の審査及び登録とリウマチ財団登録薬剤師 

資格更新 125名の審査及び登録、そして令和元年度新規リウマチ財団登録理学・作業 

療法士 155名の審査及び登録を行った他、令和 2年度新規リウマチ財団登録理学・作 

業療法士の申請受付を開始した。 

 

６ 災害時リウマチ患者支援事業 

    リウマチ性疾患の治療には生物学的製剤等、他の疾患では使用しない医薬品が多いこ

とから、大規模災害発生時に患者さん自身がどのような医薬品を使用しているか分かる

ように、ホームページに「私のお薬は？」、「予期せぬ災害―そのときに」等を掲載し、

患者支援を行っている。 

 

７ 法人賛助会員セミナーの開催  

 令和元年 11月 20日、当財団会議室において第 3回法人賛助会員セミナーを開催 

し、学術助成委員会委員長で慶應義塾大学医学部リウマチ・膠原病内科教授の竹内勤 

先生が「リウマチ性疾患に対するバイオ治療の展開について」を、続いて令和 2年度 

リウマチ月間リウマチ講演会実行委員会委員長で東邦大学名誉教授/医学部炎症・疼 

痛制御学講座教授である川合眞一先生より「リウマチ性疾患に対するエキスパートケ 

アシステムについて」と題した講演がそれぞれ行われ、講演後には参加者と活発な質 

疑応答が設けられた。 

 

８ 厚生労働大臣感謝状の贈呈 

  感謝状贈呈要綱に基づき、リウマチ性疾患の征圧のための事業活動推進に大きく
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貢献したことにより次の者に感謝状を贈呈し、感謝表明を行った。 

  ・望月 輝夫 

 

９  関連団体等への助成 

  公益社団法人日本リウマチ友の会へ助成を行った。 
 

１０  後援名義の使用承認 

  団体等が主催する 171件の行事等に対して、日本リウマチ財団後援の名義使用を許

可した。 

 

１１ 理事会等の開催状況 

（1） 理事会 

第 25回理事会 

 開催年月日 ： 令和元年 6月 4日（火）午後 5時～6時 

開 催 場 所 ： 日本リウマチ財団会議室  

        東京都港区新橋 5-8-11  新橋エンタービル 11階 

 出 席 者 数 ： 理事 11名 監事 2名 

議   題 ： 第１号議案  平成30年度事業報告に関する件 

               第２号議案  平成30年度決算に関する件 

第３号議案  評議員選定委員会外部委員の選任に関する件 

第４号議案 評議員候補者の推薦に関する件 

その他   ・理事長等の職務状況の報告に関する件 

      ・2019年度リウマチ月間行事等年間行事の件 

      ・その他 

第 26回理事会（書面表決） 

 年 月 日：令和元年 6月 25日 

議   題：  第１号議案        理事長の選任に関する件 

        第２号議案 副理事長の選任に関する件 

        第３号議案 専務理事の選任に関する件 

        第４号議案 常務理事の選任に関する件 
 

第 27回理事会（書面表決） 

年 月 日：令和元年 9月 25日 

議   題：  第１号議案      日本リウマチ財団登録医規則等の改定に関する 

              件 

        第２号議案 日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師規則 

等の改定に関する件 

        第３号議案 日本リウマチ財団リウマチ登録薬剤師規則等の 

改定に関する件 

        第４号議案 日本リウマチ財団登録理学療法士・作業療法士 

規則等の改定に関する件 

            第５号議案 公益財団法人日本リウマチ財団リウマチ専門職 
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表彰要項の承認に関する件 

                       第６号議案 日本リウマチ財団委員会設置規程の改定に関す 

る件 

 第 28回理事会（書面表決） 

年 月 日：     令和 2年 3月 19日 

議   題：   第１号議案  令和2年度事業計画に関する件 

        第２号議案     令和2年度収支予算に関する件 

        第３号議案  旅費規程の改定に関する件 

        第４号議案 謝金規程の制定に関する件 

第５号議案 理事長及び業務執行理事による職務状況の報告 

に関する件 

第６号議案 第11回臨時評議員会の招集に関する件 

（2） 評議員会 

第 9回定時評議員会 

開催年月日 ：  令和元年 6月 25日（火）午後 5時～6時 

 開 催 場 所 ：  日本リウマチ財団会議室 

東京都港区新橋 5-8-11  新橋エンタービル 11階 

 出 席 者 数 ：  評議員 13名 理事 4名 監事 2 名 

議   題： 第１号議案  平成 30年度事業報告に関する件 

               第２号議案  平成 30年度決算に関する件 

        第３号議案 理事の選任に関する件 

第４号議案 監事の選任に関する件 
       その他   ・その他 

 

第 10回臨時評議員会（書面表決） 

年 月 日：令和元年 9月 30日 

議   題：  第１号議案      日本リウマチ財団登録医規則等の改定に関する 

              件 

        第２号議案 日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師規則 

等の改定に関する件 

        第３号議案 日本リウマチ財団リウマチ登録薬剤師規則等の 

改定に関する件 

        第４号議案 日本リウマチ財団登録理学療法士・作業療法士 

規則等の改定に関する件 

            第５号議案 公益財団法人日本リウマチ財団リウマチ専門職 

表彰要項の承認に関する件 

                       第６号議案 日本リウマチ財団委員会設置規程の改定に関す 

る件 

第 11回臨時評議員会（書面表決） 

年 月 日：令和 2年 3月 30日 

議   題： 第１号議案  令和2年度事業計画に関する件 

        第２号議案      令和2年度収支予算に関する件 
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        第３号議案  旅費規程の改定に関する件 

        第４号議案 謝金規程の制定に関する件 
 

（3） 評議員選定委員会 

第6回評議員選定委員会 

開催年月日 ：令和元年 6月 18日（火）午後 2時～3時 30分 

開 催 場 所  ：日本リウマチ財団会議室 

            東京都港区新橋 5-8-11 新橋エンタービル 11階 

 出 席 者 数  ： 4名 

議   題  ：１．任期満了に伴う評議員の選任について 

            ２．その他 
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